
<

補
正
予
算
の
主
な
も
の>

６
月
補
正
予
算
は
表
（
総
括
表

は
次
ペ
ー
ジ
）
の
と
お
り
で
す
。

合
計
で
８
億
１
２
９
７
万
円
の

増
額
補
正
と
な
り
ま
し
た
。

職
員
給
与
費
の
減
額

職
員
数
が
４
名
減
の
１
５
２
名

と
な
り
職
員
給
与
費
が
、
５
４
６

２
万
円
減
額
補
正
さ
れ
し
た
。

本
庁
舎
耐
震
化
調
査を

実
施

本
庁
舎
耐
の
南
館
は
先
の
耐
震

調
査
の
結
果
、
耐
震
強
度
が
低
い

事
が
判
明
し
ま
し
た
。

今
後
の
対
策
と
し
て
、
本
庁
舎

を
耐
震
強
化
し
た
場
合
の
、
工
法
、

概
算
事
業
費
等
を
調
査
し
ま
す
。

ト
マ
ト
選
果
場
設
備
更
新

平
成
８
～
９
年
整
備
の
豊
松
陽
光

の
里
ト
マ
ト
選
果
場
の
老
朽
化
対
策

と
し
て
設
備
更
新
を
行
い
ま
す
。
選

果
機
４
条
レ
ー
ン
導
入
な
ど
年
間
生

産
量
１
６
０
０
ｔ
に
対
応
す
る
。
総

工
費
は
３
億
７
５
０
０
万
円
。

産
地
パ
ワ
ー
ア
ッ
プ
事
業
（
国
費

１
／
２
補
助
）
に
て
実
施
さ
れ
ま
す
。

介
護
施
設
整
備
事
業

町
立
病
院
の
療
養
病
床

１２
床
を

平
成

２８
年
度
中
に
廃
止
す
る
方
針

に
伴
っ
て
、
町
内
の
老
人
保
健
施
設

（
ビ
ー
ブ
ル
）
に
受
け
皿
と
し
て
施

設
整
備
費
を
補
助
（

１０
床
分
を
予
定

６
２
１
万
円
）
。

（
次
ペ
ー
ジ
下
段
へ
続
く
）
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費　目 補正予算 補正後予算 主な内容　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（ 単位：万円）

議会費 -▲,21 8546 職員人件費

総務費 -▲384 18億0355
特別職・職員人件費▲1759、庁舎管理耐震202、協働支援センター繰越
971、自治宝くじ助成（常光・上）480、公共交通対策費108、見舞等経費24

民生費 1513 18億0061
職員人件費▲490、臨時福祉・子育て特例給付金給付事業1418、保育所（こ
ばたけ・油木）施設管理1462、保育所運営経費218

衛生費 6472 12億4086
職員人件費25、飲料水対策（木津和・八幡）107、病院会計補助（政策医療
交付金等）6305、ｸﾘｰﾝｾﾝﾀｰ神石120

農林水産費 3億6120 10億6570
農業委員会経費187、農業団体育成（黄金の里井関）254、農産物販売促進
230、産地ﾊﾟﾜｰｱｯﾌﾟ事業（陽光の里（選果ｼｽﾃﾑ））3億7500、畜産振興236、
地籍調査▲1824

商工費 363 1億4420 職員人件費▲63、起業支援ｻﾎﾟｰﾄ300

土木費 -▲579 7億1512 職員人件費▲579

消防費 ー 4億6065 ー

教育費 -▲850 7億6708 職員人件費▲1,333、油木高校支援1000、協働調理場▲232

災害復旧費 3 ー

公債費 1億8930 長期債元金繰上償還経費1億8930

諸支出金 9065 5億8756
財政調整基金積立5947、保健医療福祉基金積立856、協働のまちづくり事業

基金積立2262

予備費 4000

合　計 7億0629 102億7629

　　　　平成２８年６月補正（一般会計）

（単位：万円）四捨五入

６
月
定
例
会
は
７
日
か
ら

１６
日
ま
で
開
か
れ
、
平
成

２７
年
度
各
会
計

補
正
予
算
、
条
例
の
一
部
改
正
な
ど

１７
議
案
を
審
議
し
、
原
案
の
と
お

り
可
決
・
承
認
し
ま
し
た
。
ま
た
繰
越
明
許
費
繰
越
計
算
書
、
平
成

２７
年

度
各
第
３
セ
ク
タ
ー
経
営
状
況
の
報
告
が
あ
り
ま
し
た
。



（
前
ペ
ー
ジ
よ
り
）

県
立
油
木
高
校
へ

教
育
支
援

油
木
高
校
活
性
化
・
魅
力
化
プ

ロ
ジ
ェ
ク
ト
委
員
会
か
ら
の
提
言

を
受
け
、
油
木
高
校
を
育
て
る
会

へ
補
助
。
使
途
を
定
め
ず
交
付
さ

れ
ま
す
。
予
算
は
１
０
０
０
万
円

おもなもの

＜条例制定・改正＞

○農業協同組合法の農業委員会関連法案が改正され、農業委員会委員とこの度新たに設置される「農地利用適

正化推進委員」の定数を新たに定めました。

※この条例により、農業委員選挙による委員定数条例、農業委員の団体推薦条例は廃止されました。

○この度新たに設置される「農地利用適正化推進委員」の報酬を定めました。

  

職   名 定 数 報酬の額

農業委員会会長

１４人（改）

年額 ３１５，０００円

  〃  会長職務代理者 年額 ２６５，０００円

農業委員 年額 ２４５，０００円

農地利用適正化推進委員 １４人（新） 年額 １７３，０００円（新）

○町立病院が介護予防訪問リハビリテーション及び訪問リハビリテーション事業を新規に開始する事になり

ました。開始に伴い「利用料金・手数料」の改正を行いました。

○消防デジタル無線が整備されました。それに伴い移動無線局の名称など変更されました。

○公の施設の指定管理者の指定

  

施設の名称 管理者団体の名称 期 間

上グラウンド 上自治振興会 H28.7.1～H29.3.31

H27.6.30 小畠住宅建設安全祈願祭

6月補正額 ６月補正後予算額

7億0629 1,02億7,629

532 12億7,912 人件費▲179、財政調整基金積立660

310 3億8,660 繰出金262

3137 19億4,687 介護施設整備621、精算返納金2441

289 3億9,009 維持管理費258

95 3,615 維持管理費95

2億4,670

10

590

4363 42億9,153

6305 3億9,502 政策医療交付金６２７４

8億1297 149億6284

1億0668 46億8,655

会　計　名

特別会計計

平成２８年度予算会計別総括表

H２８年度

単位：万円（四捨五入）

特別会計＋病院事業会計

一　　般　　会　　計

特

　

別

　

会

　

計

国 民 健 康 保 険

後 期 高 齢 者 医 療

介 護 保 険

簡 易 水 道 事 業

飲 料 水 供 設 事 業

農 業 集 落 排 水 事 業

分 収 育 林 事 業

総 合 開 発 事

病 院 事 業 会 計

合　　　計

政
策
医
療
交
付
金

を
追
加
交
付

町
立
病
院
へ
は
総
合
病
院
と
し
て
の

運
営
補
助
と
し
て
平
成

２６
年
度
よ
り
１

億
３
９
０
０
万
円
／
年
が
交
付
さ
れ
て

い
ま
す
が
、
平
成

２７
年
度
精
算
の
結
果
、

不
採
算
と
な
る
経
費
分
６
２
７
４
万
円

が
追
加
交
付
さ
れ
ま
し
た
。



平
成

２７
年
度
第
３
セ
ク
タ

ー
の
決
算
報
告
が
あ
り
ま
し

た
。
ス
コ
ラ
、
百
彩
館
に
於
い

て
前
年
度
と
比
べ
売
上
高
が

増
加
し
ま
し
た
。

昨
年
は
お
盆
の
時
期
に
国

道
１
８
２
号
線
が
崩
落
に
よ

り
通
行
止
め
と
な
り
ま
し
た
。

１
８
２
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
は
影

響
を
受
け
ま
し
た
が
百
彩
館

に
は
影
響
な
く
売
上
げ
増
で

す
。赤

字
決
算
は
百
彩
館
の
み
。

百
彩
館
売
上
額
は
８
３
１

９
万
円
と
前
年
対
比
８
．
２
％

増
と
な
っ
た
。
果
物
な
ど
新
商

品
の
品
ぞ
ろ
え
や
イ
ベ
ン
ト

を
積
極
的
に
行
い
売
上
ア
ッ

プ
対
策
を
講
じ
た
結
果
、
野

菜
・
加
工
品
の
売
上
が
増
加
し

た
。
天
候
も
比
較
的
安
定
し
た

こ
と
も
好
結
果
に
繋
が
っ
た
。

今
後
は
経
費
の
節
減
に
よ

る
赤
字
の
解
消
に
努
め
た
い
。

補
助
金
収
入
は
Ｌ
Ｅ
Ｄ
設
備

補
助
金
を
除
き
１
１
８
万
円
。

ま
る
ご
と
市
場
近
隣
ス
ー

パ
ー
と
の
競
争
が
激
化
し
た

う
え
店
外
販
売
も
減
少
し
、
売

上
額
は
１
億
９
７
６
０
万
円

で
５
．
８
％
減
と
な
っ
た
が
、

荒
利
率
が

２５
％
と
高
く
、
地

代
を
店
舗
で
３
３
６
万
円
、
店

外
ブ
ー
ス
等
で
１
７
７
万
円

支
払
っ
て
い
る
に
も
関
わ
ら

ず
税
引
き
前
で
２
９
９
万
円

の
利
益
を
確
保
し
た
。
別
枠
で

の
地
代
６
０
０
万
円
を
加
え

る
と
全
体
で
の
赤
字
体
制
は

変
わ
ら
な
い
。

し
か
し
、
２
億
円
弱
の
神
石

産
農
産
物
の
販
売
、
最
前
線
基

地
と
し
て
の
情
報
発
信
の
役

割
な
ど
を
考
え
る
と
重
要
な

店
舗
で
あ
る
。
補
助
金
収
入
は

４
５
０
万
円
。

農
業
公
社
ト
マ
ト
、
育
苗
事

業
の
減
を
作
業
受
託
、
収
穫
・
、

農
業
生
産
、
公
共
施
設
管
理
収

入
等
で
カ
バ
ー
し
１
５
４
万

円
の
黒
字
。
売
上
高
は
７
１
０

３
万
円
（
▲
４
．
２
％
）
。
補

助
金
収
入
は
６
０
０
万
円
。

ス
コ
ラ
各
種
イ
ベ
ン
ト
・
グ

ラ
ウ
ン
ド
ゴ
ル
フ
等
の
企
画
、

天
候
の
安
定
、
プ
レ
ミ
ア
ム
商

品
券
事
業
等
に
よ
り
売
上
高

は
９
４
９
２
万
円
と
昨
年
に

引
き
続
き
増
（

１３
．
３
％
）

と
な
っ
た
。
売
上
の
大
幅
な
伸

び
と
受
託
業
務
等
に
よ
り
税

引
き
前
利
益
を
２
２
１
万
円

計
上
し
た
。

今
後
も
引
き
続
き
、
新
規
集

客
の
た
め
、
観
光
協
会
な
ど
と

の
連
携
強
化
に
よ
る
観
光
ル

ー
ト
の
拡
充
や
、
来
客
を
売
上

に
結
び
付
け
る
た
め
の
受
け

皿
づ
く
り
等
企
画
力
・
営
業
力

の
強
化
に
強
め
ら
れ
た
い
。

ま
た
、
施
設
は
か
な
り
老
朽

化
し
て
お
り
指
定
管
理
の
在

り
様
も
再
検
討
す
べ
き
だ
。

さ
ん
わ
１
８
２
ス
テ
ー
シ

ョ
ン
国
道
１
８
２
号
線
の
２

度
に
亘
る
交
通
止
め
の
影
響

で
来
客
数
（
▲
３
％
）
・
売
上

（
▲
１
％
）
と
も
に
減
と
な
っ

た
。来

客
層
の
内
、
約
７
割
が
福

山
エ
リ
ア
か
ら
で
あ
り
、
売
上

は
昨
年
に
引
き
続
き
ロ
ー
ソ

ン
部
門
（
約
２
％
増
）
を
除
き

各
部
門
と
も
１
～

１６
％
減
少

し
た
。

税
引
き
前
利
益
１
２
９
万

円
を
計
上
し
た
。
町
や
県
か
ら

の
委
託
・
補
助
金
は
約
３
５
０

万
円
。

ロ
ー
ソ
ン
に
つ
い
て
は
、
客

＊表の見方   単位；万円

上段の数値：総収入

下段の数値：総費用

単
価
は
増
加
し
て
し
て
い
ま

す
が
、
一
年
を
通
し
て
の
経
営

収
支
は
厳
し
く
、
人
件
費
の
削

減
、
商
品
の
発
注
・
品
揃
え
が

今
後
の
課
題
と
の
こ
と
で
す
。

４
年
を
経
過
し
、
経
営
収
支

は
、
少
し
づ
つ
改
善
し
て
い
ま

す
が
、
厳
し
い
状
況
は
開
店
初

年
度
と
あ
ま
り
変
わ
り
無
く
、

累
積
赤
字
も
か
な
り
の
額
と

な
っ
て
い
る
と
思
わ
れ
ま
す
。

地
域
に
密
着
し
、
町
内
外
の

皆
さ
ま
に
大
変
喜
ん
で
頂
い

て
お
り
、
相
乗
効
果
で
産
品
市

場
な
ど
各
部
門
の
売
上
に
貢

献
し
て
い
る
と
の
事
で
す
が
、

赤
字
部
分
は
他
部
門
か
ら
の

補
填
と
な
り
ま
す
の
で
今
後

検
討
の
余
地
あ
り
で
は
な
い

で
し
ょ
う
か
。

さんわ１８２ステーション
売上明細表 単位；万円

売上

市 場 売 上 高 2億6,328

売 店 売 上 高 2,365

軽 食 売 上 高 960

自 販 機 売 上 高 778

そ の 他 売 上 高 149

ロ ー ソ ン 売 上 高 1億3,154

合　　　計 4億3,734



木
野
山
、
①
策
定
に
お
け
る
ス
ケ

ジ
ュ
ー
ル
と
基
本
的
な
考
え
方
。

②
一
次
長
期
総
合
計
画
目
標
値
の

達
成
度
と
そ
の
評
価
。 

 
 

 
 

③
他
の
計
画
と
の
整
合
性
に
つ
い

て
伺
う
。 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

町
長
①
●
６
月

２１
日
第
１
回
審
議

会
・
諮
問
。
平
成

２９
年
２
月
審
議

会
答
申
。
３
月
議
会
議
決
の
予
定
。

●
各
計
画
と
の
整
合
を
図
り
な
が

ら
、
人
口
減
少
社
会
の
中
、
各
種

の
政
策
課
題
に
対
し
て
住
民
と
行

政
の
協
働
に
よ
る
将
来
像
を
描

く
。

②
住
民
ア
ン
ケ
ー
ト
を
実
施
し
、

達
成
度
と
評
価
を
行
う
。

③
●
第
２
次
長
期
総
合
計
画
は
昨

年
策
定
の
「
総
合
戦
略
」
と
の
整

合
性
を
考
え
、
前
期
３
年
、
後
期

５
年
の
８
年
間
と
す
る
。

●
各
計
画
は
事
業
ご
と
で
の
計
画

と
な
っ
て
お
り
齟
齬
が
無
い
よ
う

に
す
る
。

●
財
政
運
営
も
必
須
で
あ
り
財
政

推
計
も
行
う
。

木
野
山
長
期
総
合
計
画
は
、
基
本

的
方
向
性
を
示
す
「
基
本
構
想
」

そ
れ
に
基
づ
く
基
本
的
施
策
を
定

め
た
「
基
本
計
画
」
具
体
的
実
施

事
業
を
定
め
毎
年
度
の
事
業
費
が

明
記
さ
れ
る
「
実
施
計
画
」
の
三

重
構
造
で
あ
る
。
執
行
部
は
、
議

会
の
議
決
事
項
と
し
て
ど
の
段
階

ま
で
と
考
え
て
い
る
の
か
。
ス
ケ

ジ
ュ
ー
ル
に
も
関
連
す
る
。 

 

ま
ち
づ
く
り
推
進
課
長
「
実
施
計

画
」
は
個
別
の
細
部
に
亘
る
事
業

計
画
で
予
算
や
財
源
な
ど
が
伴
う

の
で
毎
年
度
の
当
初
予
算
で
提
案

す
る
。
実
質
的
に
は
新
町
計
画
や

過
疎
自
立
促
進
計
画
が
長
期
総
合

計
画
の
実
施
計
画
と
理
解
頂
き
た

い
。大

所
高
所
か
ら
見
た
大
き
な
括

り
で
神
石
高
原
町
の
将
来
を
表
現

し
た
「
基
本
構
想
」
「
基
本
計
画
」

の
と
こ
ろ
で
議
決
を
お
願
い
し
た

い
。長

期
総
合
計
画
は
、
み
ん
な
で

「
神
石
高
原
町
を
築
く
」
と
い
う

指
針
が
謳
わ
れ
て
お
り
、
地
域
住

民
が
一
体
と
な
っ
て
ま
ち
づ
く
り

を
進
め
て
行
く
と
い
う
本
町
で
一

番
大
き
な
条
例
で
あ
る
。
そ
の
意

味
で
町
長
を
筆
頭
に
こ
の

１２
年

間
頑
張
っ
て
来
た
思
い
で
す
。

協
働
支
援
セ
ン
タ
ー
も
発
足
し

「
協
働
」
を
主
語
に
置
い
た
こ
の

長
期
総
合
計
画
に
よ
り
、
本
町
が

大
き
な
一
歩
を
踏
み
だ
し
た
と
考

え
て
い
る
。

木
野
山
町
民
が
関
心
が
あ
る
の
は

細
か
い
実
施
計
画
だ
と
思
う
。
こ

れ
の
達
成
度
が
満
足
度
を
測
る
基

礎
と
な
る
。
し
っ
か
り
と
検
証
す

る
必
要
が
あ
る
と
思
う
が
ど
う

か
。 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

「長期総合計画の策定について」

本町は、本年度、平成１９年に定めた長期総合計画か１０年を経

過し新たに平成２９年度から平成３８年度までの長期総合計画の策

定に着手します。

いうまでもなく長期総合計画は町のめざす将来像と将来の目標を

明らかにし、これらを実現させるための基本的な施策の大綱を示す

ものです。町のビジョンを示し地域づくりの最上位に位置づけられる

計画です。

平成２１年度に公債費負担適正化計画に沿っての見直しを経て、

今日を迎えますが、その間長期総合計画を基本に過疎地域自立促

進計画などの見直し、新町建設計画の見直しなども実施されていま

す。

我々の住むこの神石高原町のあるべき姿が示されるだけに、町

民の関心は最たるものがあろうかとおもいます。

以下長期総合計画について質問しました。

町
長
し
っ
か
り
検
証
し
て
、
不
十
分

な
と
こ
ろ
は
お
互
い
知
り
な
が
ら

次
に
生
か
す
方
向
で
将
来
の
大
き

な
ビ
ジ
ョ
ン
に
繋
げ
た
い
。

木
野
山
長
期
総
合
計
画
は
総
花
的

な
も
の
と
い
っ
て
も
細
か
い
計
画

の
積
上
げ
で
策
定
さ
れ
る
。
個
別
の

計
画
が
示
さ
れ
な
い
と
ま
ち
の
将

来
像
が
具
体
的
に
見
え
な
い
。
こ
の

部
分
は
し
っ
か
り
と
議
論
す
べ
き

と
思
う
。 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

町
民
に
分
か
り
易
い
形
で
の
「
長

期
総
合
計
画
」
の
策
定
を
お
願
い
し

た
い
。 
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